
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会                                      

「昭和・平成に活躍した漆芸家」 
 

石川県金沢市に、日本海側初となる国立美術館が誕生します。 

東京国立近代美術館工芸館は、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの開催時期

を目標に、開館する予定です。 

この開館に向けての気運を醸成するため、Ｈ２８年度から、石川県立美術館におきまして、

東京国立近代美術館工芸館名品展を開催しております。今年度は、本県が全国に誇り、数多

くの著名な作家を輩出してきた「漆工」の分野を中心に、「木工」・「竹工」も含めた分野から、

日本の近現代工芸を代表する人間国宝や芸術院会員の名品を紹介しています。 

今回は、本名品展を県民の皆様により楽しんでいただくために、漆の人間国宝であり、東京

藝術大学名誉教授である増村紀一郎氏をお招きし、令和元年の締めくくりに、昭和・平成の

漆芸家についてご講演いただきます。 

また、講演会に先立ち、本県出身の演奏家である坂口昌優（まゆ）氏らによる、漆塗りの弦

楽器を用いた弦楽四重奏も開催いたします。 

 

日 時 令和元年 12 月 8 日（日） １3 時 30 分～   ［開場１3 時］ 

会 場 石川県立歴史博物館 ワークショップルーム 

講 師 増村紀一郎氏（重要無形文化財「髹漆」保持者・東京藝術大学名誉教授） 

演奏者 坂口昌優氏（ヴァイオリン）、渋谷優花氏（ヴァイオリン）、 

般若佳子氏（ヴィオラ）、福野桂子氏（チェロ） 

 

プログラム（予定）  

13:00 開場・受付開始 

13:30 ミュージアムコンサート開演 

   １．「ディヴェルティメント K.136 より 第１楽章」 

      ２．「利家とまつ」 

３．「ジュピター」 

４．「弦楽四重奏曲「アメリカ」より 第 1 楽章」 

14:00  講演会「昭和・平成に活躍した漆芸家」 

15:00 終了予定 

（資料提供） 

令和元年１２月６日 

県民文化スポーツ部文化振興課 

直通：２２５－１３７１ 

内線：３８５５、３８５６ 

石川県立歴史博物館 

直通：２６２－３４１７ 
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